
市役所における行政サービスの実施や内部事務の管理における情報化において、全庁共通で必要なシステム・基盤の
導入・維持・管理・最適化により、安定的なシステムの運用及び業務の効率性（正確、即応、コスト）の向上を図る。

システムの導入や更新の支援にあたっては、費用対効果が最適となるよう分析を行いながら、システムの調達
にあたっては、価格における競争性と機能における安全性や安定性の確保を図る。また、将来的には個々のシ
ステムの効率化のみならず、クラウドなど新技術の導入や、近隣市町村との広域的な取組みの可能性につい
ての検討を行っていく。

今後の
方向性

新しい都市経営のための情報化を進める情報化
自律協働都市

施
策
の
大
綱

総務部総務課

事業： 情報化事業 0418

03

整理
番号

施策分野(節) 施　　　　　策まちづくりの目標(章)

02第5章

目

的

総合
評価

妥当性

効率性

有効性

施策に
対する
貢献度

A

庁内事務の電算化対応を行うことにより、新しい都市経営のための情報
化に貢献した。A

システムの導入・維持・管理を予定していたとおりに実施できた。

A
A

A

目

標

各システムの安全かつ安定的な稼動及びシステムの見直しの継続による業務の省力化・効率化を図る。
各種業務システムの基盤となる安全かつ安定したネットワーク通信の維持を図る。

事業費（決算額）・財源

所管課

事業費（決算額）

総コスト

財
源
内
訳

平成27年度 平成26年度 増　減

平成27年度 平成26年度 増　減

職員数

再任用職員数

一般財源

198,970

188,891

1.30

0.00

130,064

58,743

0

84

一人あたり

世帯あたり 4,208

1,825

参
考

(円)

(円)

(人)

(人)

コスト情報・従事職員数

395,043

366,707

28,173

0

163

407,334

1.60

0.00

8,608

3,688

-206,152

-236,643

30,570

0

-79

-208,364

-0.30

0.00

-4,400

-1,863

国府支出金

地方債

その他特定財源

事業の概要

評価

平成26年度

 (千円)

 (千円)

 (千円)

 (千円)

 (千円)

 (千円)

平成27年度

評
価
理
由

評
価
理
由

総合
評価

妥当性

効率性

有効性

施策に
対する
貢献度

A

A

A
A

A

人件費

公債費

内
訳

10,079

0

事業費（決算額） 188,891

12,291

0

395,043

-2,212

0

-206,152 (千円)

 (千円)

 (千円)
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